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特集・ピア・サポート 
１
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
体
制
の
経
緯

学
生
支
援
に
は
専
門
家
に
よ
る
援
助
と
非
専
門
家
に
よ
る
援
助
が

あ
る
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
後
者
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
大
学
に
お
い

て
は
学
生
に
よ
る
学
生
の
た
め
の
援
助
で
あ
る
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
は
、
一
三
五
年
の
歴
史
と
伝
統
を
も
つ
女
子

大
学
で
、
平
成
二
一
年
度
五
月
の
デ
ー
タ
で
は
二
九
八
四
名
の
学
生

が
在
籍
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
二
一
六
六
名
が
、
文
教
育
学
部
、
理

学
部
、
生
活
科
学
部
に
、
八
一
八
名
が
大
学
院
人
間
文
化
創
成
科
学

研
究
科
に
所
属
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
小
規
模
大
学
で
あ
る
が
ゆ

え
に
学
生
同
士
、
教
師
と
学
生
の
間
の
距
離
が
あ
ま
り
な
く
、
お
互

い
に
交
流
し
や
す
い
土
壌
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
学
部
や
講
座
等

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
生
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
、
様
々
な
形
で
学
生
に

よ
る
学
生
の
た
め
の
援
助
が
内
発
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
そ
う
い
う
活

動
に
は
教
員
が
指
導
し
な
が
ら
関
わ
っ
て
き
た
。

こ
う
し
た
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
学
生
同
士
の
相
互
交
流
の
伝
統

を
根
付
か
せ
、
開
花
さ
せ
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
の
も
と
で
、

二
〇
〇
四
年
度
か
ら
、
全
体
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
取

り
組
み
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
い
う
機
運
が
起
こ
っ
た
。
学
生
支

援
室
を
主
体
に
全
学
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
連
絡
会
議
が
発
足
し
、
当
時
の

副
学
長
が
各
学
部
、
留
学
生
支
援
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
担
当
す
る
教

員
を
招
集
し
た
。
筆
者
は
、
留
学
生
支
援
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
担
当
者

お
茶
の
水
女
子
大
学
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
体
制
の
事
例
紹
介

―
全
学
的
取
組
と
留
学
生
支
援
を
中
心
に
―

加
賀
美　

常
美
代

（
お
茶
の
水
女
子
大
学
大
学
院　

人
間
文
化
創
成
科
学
研
究
科　

教
授
）

●
事
例
●
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特集・ピア・サポート 
で
あ
る
と
と
も
に
、
発
足
当
時
の
二
〇
〇
四
年
か
ら
現
在
ま
で
学
生

支
援
室
室
員
と
し
て
、
全
学
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
連
絡
会
議
リ
ー
ダ
ー
を

継
続
し
担
当
し
て
き
た
。

当
時
の
副
学
長
が
招
集
し
た
背
景
に
は
、
上
記
の
お
茶
の
水
女
子

大
学
の
伝
統
的
な
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
交
流
の
蓄
積
を
継
続
さ
せ
る
こ

と
だ
け
で
な
く
、
二
〇
〇
〇
年
に
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）
高
等

教
育
局�

よ
り
「
大
学
に
お
け
る
学
生
生
活
の
充
実
方
策
に
つ
い
て
」

が
提
言
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
つ
ま
り
、「
学
生
中
心
の
大
学
」
へ

の
視
点
を
転
換
す
る
と
と
も
に
、「
正
課
外
教
育
の
積
極
的
な
捉
え

直
し
」
が
提
唱
さ
れ
、
学
生
に
よ
る
学
生
の
支
援
の
有
効
性
が
見
直

さ
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。

し
か
し
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
、
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
大

学
の
各
学
部
や
組
織
内
で
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
い
う
言
葉
は
使
用
さ
れ

て
こ
な
か
っ
た
も
の
の
、
実
態
と
し
て
学
生
に
よ
る
支
援
活
動
が

様
々
な
形
で
出
来
上
が
っ
て
い
た
た
め
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
新
た
な

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
す
る
方
策
を
取
ら
ず
に
、
こ

れ
ま
で
の
組
織
の
実
践
を
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
」
と
い
う
共
通
理
念
で

共
有
し
、
連
携
を
し
て
い
く
よ
う
に
、
各
組
織
が
「
ゆ
る
や
か
な
関

わ
り
と
連
携
」
を
め
ざ
す
こ
と
に
し
た
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組

織
（
学
部
等
）
の
学
生
支
援
の
目
標
、
方
法
、
支
援
体
制
な
ど
個
別

性
、
独
自
性
を
尊
重
し
つ
つ
、
大
学
全
体
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
と
し
て

共
有
し
て
い
く
こ
と
（
加
賀
美
、
二
〇
〇
五
）
に
し
た
の
で
あ
る
。

２
．
お
茶
の
水
女
子
大
学
全
学
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
概
要
と
特
徴

全
学
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
組
織
（
各
学
部･

留
学
生
）
の
概
要
・
特

徴
に
つ
い
て
は
、
表
１
で
記
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
詳
細
の
実
践
例

は
、
二
〇
〇
五
年
、
二
〇
〇
七
年
、
二
〇
〇
九
年
度
に
発
行
し
た
そ

れ
ぞ
れ
の
報
告
書
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

表
１
の
と
お
り
、
各
学
部
の
学
習
支
援
を
中
心
と
し
た
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
の
シ
ス
テ
ム
は
、
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
支
援
と
い
う
か
な
り
構

造
化
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一
方
、
留
学
生
の
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
に
つ
い
て
は
、
留
学
生
相
談
室
は
大
学
院
チ
ュ
ー
タ
ー
が
日
常

的
に
常
駐
し
て
お
り
、
最
も
構
造
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
国
際

交
流
グ
ル
ー
プ
Ｔ
Ｅ
Ａ
の
活
動
は
、
学
生
の
主
体
的
交
流
が
中
心

で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
流
動
的
で

自
由
度
が
最
も
高
く
、
構
造
化
さ
れ
て
い
な
い
。

３
．
全
学
的
な
活
動
内
容

以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
各
組
織
の
そ
れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
以

外
に
二
〇
〇
四
年
以
来
、
全
学
の
ま
と
ま
り
や
組
織
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
、
全
学
的
な
取
り
組
み
を
付
加
し
て
き

た
。
二
〇
〇
六
年
度
に
は
、
全
学
の
共
通
の
取
り
組
み
と
し
て
、
シ
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特集・ピア・サポート 
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
報
告
会
や
講
演
会
を
行
な

っ
た
（
加
賀
美
、
二
〇
〇
七
）。
講
演
会
で
は
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
実

践
校
の
教
員
に
講
演
依
頼
を
し
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

各
学
部
や
講
座
の
個
別
の
取
り
組
み
を
報
告
し
、
そ
れ
に
関
す
る
意

見
交
換
が
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、
全
学
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

へ
向
け
て
の
企
画
や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
な
わ
れ
、
二
〇
〇
八
年

に
は
、
学
生
と
教
員
も
共
に
学
び
あ
う
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
研
修
会
も
行

な
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト･

プ
ロ
グ
ラ
ム
報
告
書
は
隔
年
ご
と
に

発
行
さ
れ
て
い
る
。
継
続
的
に
、
第
１
号
、
第
２
号
、
第
３
号
の
発

行
を
経
て
、
徐
々
に
個
別
の
組
織
の
独
自
性
尊
重
を
超
え
て
、
全
学

の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
取
り
組
み
を
共
通
課
題
と
し
て
、
各
学
部
等
の

代
表
委
員
に
よ
り
相
互
に
学
部
等
の
情
報
を
交
換
し
共
有
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
組
織
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
積
み
重
ね
が
、

こ
こ
数
年
の
全
学
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
そ
の
体
制
の
成

果
で
あ
ろ
う
。

４
．
実
践
例
：
留
学
生
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

次
に
筆
者
が
担
当
し
て
い
る
、
留
学
生
支
援
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の

実
践
に
つ
い
て
取
り
上
げ
る
。

お
茶
の
水
女
子
大
学
の
留
学
生
支
援
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
心
理
学

的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
多
様
な
部
署
の
援
助
者
が
関

わ
り
あ
う
留
学
生
支
援
を
担
う
シ
ス
テ
ム
作
り
を
目
指
し
て
き
た
た

表１　お茶の水女子大学全学ピアサポートの概要と特徴（加賀美，2005）を改定
組織 設立年月 ピアサポートの特徴

文教学部 2003 年 4月 主に、三月末から五月にかけて新入生の適応援助を目
指し、講座ごとにボランティアで募集した先輩のサポ
ーターが新入生の援助を行う。講座別に数名の教員が
ボランティアでアドバイザーとして関わる。ピアサポ
ート研修会も行われている。

生活科学部 2004 年 4月 主に、学習支援を目指し、講座ごとに上級生が下級生
に助言を行う。各学年の学生委員の選出、異学年の交
流、就職・進路の助言をしている。講座の教員の代表
が統括している。

理学部 2004 年 4月 主に、学習支援を目指し、学科ごとに上級生が下級生
に（卒業生も含む）助言を行う。スパーバイズ制を取
り入れ教員が学生の個別指導、院生の TAの相談時間
も確保し活用している。学科によっては卒業生による
就職ガイダンスや講演会も行っている。

グローバル
教育センタ
ー

2002 年 4月 主に、留学生が留学目的を果たせるよう学習面、生活
面からの支援と国際交流を目指す。大学院生チュータ
ーによる相談室運営と日本語添削と情報提供、国際交
流グループ TEAの交流活動、国際学生宿舎メンターの
生活面での助言が活動の中心である。年に二回相談室
チューター研修会を行う。相談担当教員が全体のコー
デネーションをする。
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特集・ピア・サポート 
め
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
活
動
は
重
要
な
核
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由

と
し
て
は
、
多
様
な
文
化
背
景
を
持
つ
二
〇
数
カ
国
か
ら
の
学
生

（
約
二
六
〇
名
）
へ
の
個
別
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
多
様
性
を

尊
重
し
た
支
援
は
、
限
ら
れ
た
教
職
員
で
担
う
の
は
限
界
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。
ま
た
、
国
や
文
化
に
よ
っ
て
は
、
個
別
の
「
心
理
相

談
」
に
対
す
る
偏
見
が
あ
り
、
精
神
科
医
や
相
談
に
来
る
こ
と
自
体

が
自
分
自
身
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
に
な
っ
て
し
ま
う
と
思
い
こ
ん
で
し
ま

う
学
生
も
い
る
。
さ
ら
に
、
留
学
生
の
中
に
は
、
す
で
に
母
国
で
大

学
卒
業
を
し
、
職
業
経
験
を
持
っ
て
い
る
学
生
も
多
い
の
で
、
自
尊

心
の
高
い
学
生
は
自
発
的
に
相
談
に
来
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
の

も
理
由
の
一
つ
で
あ
る
。
そ
こ
で
、「
接
近
し
や
す
い
」
相
談
資
源

と
し
て
、
身
近
に
い
る
仲
間
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
重
要
か
つ
有
効
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
ま
ず
「
身
近
な
友
達
に
な
る
」

こ
と
、
つ
ま
り
「
関
係
作
り
」
が
基
本
と
な
る
。

留
学
生
に
と
っ
て
、
一
番
、
援
助
が
必
要
な
時
は
、
入
国
時
で
あ

る
。
新
入
留
学
生
の
異
文
化
適
応
促
進
の
た
め
に
は
、
日
本
の
こ
と

を
熟
知
す
る
日
本
人
学
生
や
先
輩
留
学
生
か
ら
の
情
報
提
供
が
重
要

で
あ
る
。
そ
う
い
う
ニ
ー
ズ
を
も
と
に
、
大
学
院
生
チ
ュ
ー
タ
ー
に

よ
る
相
談
室
活
動
、
大
学
宿
舎
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
メ
ン
タ
ー
に
よ

る
サ
ポ
ー
ト
、
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
Ｔ
Ｅ
Ａ
の
活
動
は
支
え
ら
れ
て

い
る
。
図
１
は
、
そ
の
連
携
図
で
あ
る
。

（
１
）
大
学
院
生
チ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
留
学
生
相
談
室

大
学
院
生
チ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
三
〇
年
の
伝
統
の
あ
る
留
学
生
相

談
室
は
、
月
曜
日
︲
金
曜
日
一
〇
：
〇
〇
︲
一
七
：
〇
〇
、
チ
ュ
ー

タ
ー
が
常
駐
し
、
チ
ュ
ー
タ
ー
長
、
チ
ュ
ー
タ
ー
二
〇
名
に
よ
り
交

替
で
運
営
さ
れ
て
い
る
。
活
動
は
、
お
も
に
日
本
語
添
削
（
博
士
・

修
士
論
文
、
授
業
、
レ
ポ
ー
ト
等
）
で
あ
る
が
、
留
学
生
の
う
ち
の

二
／
三
を
大
学
院
生
が
占
め
る
た
め
、
論
文
添
削
は
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
チ
ュ
ー
タ
ー
た
ち
は
生
活
面
で
の
情
報
提
供
や
パ
ソ
コ
ン

 

         

  
   

 

留学生支援担当教員

大学院生チューター留学生相談室

国際交流グループTEA

国際学生宿舎ボランティア・メンター

図 1　ピアサポートによる留学生支援の連携図

「留学生相談室の様子」
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特集・ピア・サポート 
な
ど
の
維
持
・
管
理
を
し
て
い
る
。
教
員
の
役
割
は
チ
ュ
ー
タ
ー
へ

の
コ
ン
サ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
で
、
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
で
常
に
連
絡
し

あ
っ
て
い
る
。
チ
ュ
ー
タ
ー
が
困
っ
た
と
き
に
は
、
教
員
へ
連
絡
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
危
機
介
入
や
個
別
相
談
を
行
い
、
指
導
教

員
と
連
携
し
て
指
導
し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
国
際
交
流
チ
ー
ム
や

保
健
管
理
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携
し
、
医
療
へ
つ
な
い
で
い
る
。

（
２
）
国
際
学
生
宿
舎
（
大
山
寮
）
メ
ン
タ
ー
サ
ポ
ー
ト

大
学
宿
舎
で
は
主
に
新
入
留
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
。

韓
国
、
台
湾
、
タ
イ
な
ど
の
先
輩
留
学
生
の
数
名
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、
寮
で
の
ご
み
捨
て
や
病
院
や
買
い
物
な
ど
の
紹
介
等
、
生

活
に
お
け
る
情
報
提
供
や
助
言
を
し
て
い
る
。

（
３
）
国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
（TEA

：Transcultural　

Exchange

　

Association

）

留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
の
交
流
は
何
も
し
な
い
ま
ま
で
放
置
し

て
い
る
と
、
全
く
交
流
活
動
に
繋
が
っ
て
い
か
な
い
現
状
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
大
学
の
中
に
異
文
化
間
の
友
人
形
成
を
は
ば
む
要
因
が
た

く
さ
ん
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
情
報
の
壁
（
互
い
の
存
在

を
知
ら
な
い
）、
環
境
的
障
壁
（
出
会
う
場
所
、
時
間
が
な
い
）、
ス

キ
ル
の
壁
（
言
葉
、
ト
ピ
ッ
ク
、
接
近
の
仕
方
）、
心
理
的
な
壁

（
知
ら
な
い
相
手
へ
の
不
安
、
遠
慮
、
気
お
く
れ
、
摩
擦
へ
の
恐

れ
）、
文
化
的
壁
（
価
値
観
、
宗
教
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
の

戸
惑
い
）
な
ど
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
教
員
が
教
育
的
介
入
を
行
い
、

学
生
同
士
の
自
発
的
で
自
由
な
活
動
の
場
を
保
障
し
、
設
定
す
る
必

要
性
が
あ
る
。

国
際
交
流
グ
ル
ー
プ
Ｔ
Ｅ
Ａ
は
、
二
〇
〇
二
年
九
月
に
日
本
人
学

生
と
留
学
生
と
の
交
流
促
進
を
目
指
す
た
め
に
立
ち
上
げ
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
組
織
で
あ
る
。
Ｔ
Ｅ
Ａ
メ
ン
バ
ー
は
自
発
的
な
活
動
を
考

え
、
参
加
し
た
い
人
が
自
由
に
参
加
で
き
る
よ
う
な
体
制
に
な
っ
て

い
る
。
日
常
的
な
ラ
ン
チ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
企
画
行
事
の
組
み
合
わ

せ
が
主
な
活
動
と
な
っ
て
い
る
。
新
入
留
学
生
のw

elcom
e�party

や
帰
国
学
生
へ
の
送
別
会
、
各
国
の
文
化
紹
介
交
流
会
、
徽
音
祭
、

「
留
学
生
と
日
本
人
学
生
の
た
め
の
国
際
教
育
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

（
交
流
合
宿
）」
の
準
備
、
運
営
、
報
告
書
作
成
な
ど
行
っ
て
い
る
。

教
員
は
、
企
画
行
事
の
運
営
や
リ
ー
ダ
ー
の
学
生
へ
の
助
言
な
ど
を

し
て
い
る
。

こ
う
し
た
異
文
化
間
の
交
流
活
動
は
、
授
業
以
外
で
、
留
学
生
と

日
本
人
学
生
が
知
り
合
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
で
あ
り
、
学
生

同
士
が
身
近
に
関
わ
る
こ
と
に
よ
り
、
言
葉
や
文
化
の
違
い
、
接
近

方
法
の
戸
惑
い
な
ど
の
心
理
的
な
壁
を
乗
り
越
え
、
日
本
人
学
生
と

留
学
生
の
相
互
交
流
を
促
進
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、

ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
を
自
然
な
形
で
行
う
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
、
授
業
以
外
で
、
留
学
生
と
日
本
人
学
生
が
知
り
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合
え
る
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
の
意
味
は
、
学
生
支
援
と
し
て
は
非

常
に
大
き
い
。
大
学
の
中
で
、「
援
助
す
る
人
と
援
助
さ
れ
る
人
と

の
固
定
さ
れ
た
関
係
」
を
超
越
し
、
異
文
化
間
交
流
を
楽
し
み
、
豊

か
な
人
間
関
係
の
構
築
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
活
動

は
、
身
近
な
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
が
国
際
交
流
と
し
て
も
大
学
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

５
．
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
課
題

こ
の
よ
う
に
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
、
学
生
に
と
っ
て
ア
ク
セ
ス
し
や

す
い
優
れ
た
学
生
支
援
で
あ
る
も
の
の
、
学
部
間
、
組
織
間
に
共
通

し
て
言
え
る
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
に

よ
る
学
生
支
援
は
、
毎
年
、
学
生
メ
ン
バ
ー
が
変
わ
る
た
め
、
ま

た
、
学
生
に
よ
っ
て
支
援
意
欲
や
活
動
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
が
異
な

る
た
め
、
学
生
支
援
と
し
て
の
安
定
性
に
欠
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

の
た
め
、
常
時
、
教
員
や
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
（
担
当
者
）
が
そ
の
流
動
性
や
重
要
性
を
認
識
し
、
絶
え
ず
、
今

そ
こ
に
い
る
学
生
を
指
導
し
続
け
な
け
れ
ば
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
継

続
し
て
い
か
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
危
機
介
入
の
問
題
が
あ
る
。
相
談
を
受
け
た
学
生
が
一

人
で
解
決
で
き
な
い
時
に
は
、
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
、
よ
り
適
切
な

専
門
家
に
援
助
を
求
め
る
こ
と
を
指
導
し
た
り
、
指
導
教
員
や
学
生

支
援
チ
ー
ム
、
学
生
相

談
室
な
ど
し
か
る
べ
き

部
署
に
「
つ
な
い
で
い

く
」
と
い
う
連
携
体
制

を
研
修
会
等
で
指
導

し
、
共
有
し
周
知
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
で

あ
る
。
つ
ま
り
、
最
終

的
に
、
学
生
は
責
任
を

と
る
こ
と
が
で
き
な
い

た
め
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト

に
よ
る
援
助
を
取
り
ま

と
め
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
（
担
当
者
）
が
と
り
わ
け
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
で
は
重
要
な
の
で
あ

る
。以

上
の
述
べ
て
き
た
と
お
り
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
で
は
何
よ
り

も
「
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
は
学
生
に
よ
る
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
」
で
あ
り
、

そ
れ
を
教
員
が
支
え
て
い
く
と
い
う
教
育
方
略
の
も
と
で
実
践
し
て

い
る
。
現
状
で
は
、
活
動
主
体
で
あ
る
学
生
が
他
の
学
生
を
援
助
し

よ
う
と
い
う
動
機
と
援
助
を
受
け
る
学
生
の
ニ
ー
ズ
を
重
視
し
な
が

ら
、
今
後
、
学
生
へ
の
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
の
あ
り
方
を
教
員
と
学
生
、

「毎年行われている留学生と日本人学生のための国際教育
交流シンポジウム（八王子セミナーハウス）」
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学
生
同
士
で
話
し
合
い
な
が
ら
進
め
る
と
と
も
に
、
組
織
間
の
活
動

に
お
け
る
情
報
の
共
有
と
連
携
を
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
ま
た
、
全
学
的
取
組
と
し
て
の
多
様
性
を
模
索
し
て
い
く

こ
と
も
組
織
的
に
課
題
と
さ
れ
る
。
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